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コロナ禍で、〝はなれて つながる〟活動紹介〝はなれて つながる〟

　新型コロナ感染予防
に活用していただくた
め、社会貢献を進める
博多区の「事業所ネット
ワーク」（※）を通じ福
祉施設に提供。

　７月から平日の朝７時に町内の公園に集合して「ラジオ体操」を実施
しました。とても好評で、多い日には５０人以上の参加があり、８月末
で終了予定でしたが、参加者から「もう少し続けて欲しい」「短い時間
でも会えるのが楽しい」との声があり９月末まで延長、４５日間で延
1,102人が参加しました。

校区の独居高齢者に布マスクを郵便受
けに投函又は配送した。

ふれあいサロンの利用者にはがきを出
し、サロン再開を案内した。

特別定額給付金手続きに関する窓口を
開設して、申請手続きの支援を行った。

マスク・マスク入れにメッセージカード
を添えて、全世帯に配布した。

ふれあいサロン参加者に体調に関する
注意喚起のカードを送付した。

65歳以上の高齢者と子育て世帯に民
生委員が手紙をポスティングした。

　１１月４日に高齢者を対象に三
密を避け屋外で茶話会実施を試み
ました。地区内でも花壇が多い場
所を選び、参加者は花を見ながら、
いつもとは違う雰囲気の茶話会を
楽しみました。

博多区社協では、企業よりたくさんのあたたかい寄贈を受けています。ご寄付ありがとうございました
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★大博センタービル 3F

ホテル日航福岡

駅前一丁目バス停

（※）いきいきセンターの圏域ごとに社会福祉法人などの施設が中心となり地域貢献活動を行うことを目的に結成された自主グループ

株式会社カトー精工様（博多区井相田）

花を見ながら茶話会を

　ふれあいサロン「だんだん会」では活動休止の間、ボ
ランティアが利用者に電話して近況確認を行い、スーパー
で会ったなど情報共有していました。
　ふれあいサロンの再開が決まると、利用者にはがきを
出し、表面の住所余白に再開日時を記入し案内しました。
裏面は自宅で塗り絵ができるイラストを描き、利用者か
らお礼の電話や、塗り絵を塗った報告があり、安否確認
につながりました。

電話で近況確認、情報共有

ふれあいサロン、老人クラブ、こども会で
「合同ラジオ体操」！ 那珂南校区

那珂校区

博多校区御供所地区

他の校区の活動内容
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フェイスシールド　100個

　イオン幸せの黄色いレ
シートキャンペーンでい
ただいたレトルト食品や
缶詰等を、経済的に困
窮している人に緊急一時
的な支援として提供。

マックスバリュ九州株式会社　雑餉隈店様
50,000円相当のレトルト食品など　

▲株式会社カトー精工・高丘信一係長（右）より ▲マックスバリュ雑餉隈店・吉田貢店長（左）より
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　令和２年２月 13 日（木）12 時、下月隈中央公園で青空
市場（移動販売）「なかよしマーケット青い鳥」がスタートし
ました。これは、博多区でも最も高齢化が進む下月隈団地（高
齢化率 42％）に住む高齢者や障がい者など、買い物が困難
な住民を支援するため、下月隈団地自治会が中心となり、市
及び市・区社会福祉協議会、協力事業者が連携し開始した
ものです。
　２回目以降はコロナ禍で延期となっていましたが、７月か
ら再開しています。

▲冷蔵車による生鮮食品販売

▲ミカンの袋詰め100円　

▲ふれあいサロンで「南京玉すだれ」

魚が新鮮やね！ トマトはもうないと？
“なかよしマーケット青い鳥”　下月隈団地 買い物支援

　販売は、毎月第２、４木曜日に同団地集会所で開催される「ふ
れあいサロン」終了後に開始され、サロン参加者や町内放送で
呼びかけられた住民で賑わっています。
　商品は生鮮食品の他、日用雑貨、菓子類、調味料等幅広く販
売され、特に新鮮な野菜及び冷蔵車の肉・魚は値段の安さも手
伝い、販売と同時に売り切れています。
　また、販売会場では業者によるバナナのたたき売り、ミカン
の袋詰め、抽選会などイベントも開催され、集客も伸びています。

●課題と今後の展望
　しかしながら、販売所より高い地域にお住いの高齢者には、依
然購入した商品の持ち帰りが困難なため、同地域住民で組織され
ている日常生活支援グループ「しもだんたすけ会い隊」に繋ぐこ
とや、事前の注文販売の取り入れなど、人にやさしいマーケット
として継続させていくため、住民サイドに立ったサービスの充実
が望まれます。

この広報紙は共同募金配分金を主な財源として作成しております。


